予算要求資料
平成26年度当初予算　支出科目　款：教育費　項：大学費　目：情報科学大学院大学費　　　
	事業名　新　旧校舎侵入防止柵設置工事費（単建）


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　商工労働部　情報科学芸術大学院大学　総務課　移転調整係　　　　　　　　
　電話番号：0584-75-6600
　　　　　　　E-mail：  c21905@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　　　13,515千円（前年度予算額： ‐千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料手数料
	財産収入
	寄 附
金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	13,515
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	13,515

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（1） 要求の趣旨（現状と課題）
　　平成１３年４月に開校した、情報科学芸術大学院大学（ＩＡＭＡＳ）は劣悪な耐震性能である現在の校舎環境から学生や教職員の安全を確保すること、県有施設の有効活用などの観点から平成２６年３月に情報社会の最先端の中核拠点であるソフトピアジャパン地区へ大学移転を行うことが決定している。
　移転後無人となった現在の校舎は、外部から不審者に侵入される危険性が生じ、また老朽化した本校舎の外壁からはコンクリート片の落下物も心配される等、そのままの状態で放置しておくには危険な状況であり、安全管理上施設管理者としての責務が果たせない。
また、現在校舎は高圧（６６００Ｖ）にて電気を受電しているが、移転後は電力使用量が大幅に減少することとなり、高圧受電設備のままでは割高な電気料金となってしまうため低圧受電への切替えが必要となる。
（２）事業内容
　　【実施事業】
　　・侵入防止柵設置工事
　　・受電設備切替工事

　　　
（３）県負担の考え方
　　　・県10/10（県有施設の管理のため）
（４）類似事業の有無
　　　岐阜総合庁舎解体・保存事業　

３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金　額
	事業内容の詳細

	侵入防止柵設置工事

（工事請負費）
	12,462
	旧校舎３棟を高さ約２ｍの立ち入り防止柵で囲い、外部からの不正侵入を防止する。

	受電設備切替工事

（工事請負費）
	1,053
	電気使用量が大幅に減少するため、高圧受電から低圧受電に切替え、電気料金を節減する

	合　計
	13,515
	


	　決定額の考え方　



４　参考事項
（１）今後の計画
　　大学移転後の跡地利用については県機関・大垣市に照会し、不要であれば建物付で公売する予定。なお、敷地の約１／２を占める市有地については、市の意向に沿って対応する予定。
（２）後年度の財政負担
　　なし
事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか

　大学移転後速やかに、旧校舎３棟を侵入防止柵で囲い、不審者の侵入や外壁落下物による事故を防止する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	犯罪・事故件数
	　０件
	
	
	　０件
	　０件
	　　％

	
	
	
	
	
	
	　　％


○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

　


	

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項

　大学移転後の跡地利用について、土地・建物の有効利用を図る観点から、県機関、市町村、民間と幅広く調整を図り、利用方法を決定していく必要がある。


	（次年度の方向性）・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　平成２６年度で事業終了予定


